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動的数学ソフト GeoGebra を利用した授業実践
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Teaching cases making use of the dynamic mathematics software, GeoGebra
-Working out lesson plans concerning graphic field of the junior high school third grade mathematics-





















































△ ABC の辺 AB、AC 上の点をそれぞれ D、







また、線分 DE を BC に対して平行のまま移
動させることで、どのような場合でも定理が
成り立つことを表現した。（図₄）
さらに、△ ABC の線分 BA、CA を延長さ
せて線分 DE を△ ABC の内部から外部へ連続






△ ABC の辺 AB、AC 上にそれぞれ点 D、E









△ ABC の辺 AB、AC の中点をそれぞれ M、





ま た、 四 角 形 ABCD の 辺 AB、BC、CD、
DA の中点をそれぞれ E、F、G、H として、









平行な₃つの直線 a、b、c が直線 l とそれぞ
れ A、B、C で交わり、直線 l' とそれぞれ A' 、












































Q を と る。 線 分 PA、PB、QC、QD を ひ き、








る。線分 OA、OB、AP、BP をひき、∠ AOB

















































に₂点 A、C をとる。点 P、A と点 P、C を通
る直線をひき、円Ｏとの交点をそれぞれ点 B、






































































































図 形 の 授 業 に お い て、 動 的 数 学 ソ フ ト
GeoGebra を利用することで、様々な図形の様
子をより分かりやすく表現することができた。
そのことで、図形の授業に対して抱いていた
抵抗感がなくなったり、より好きになったり
した生徒が増加したと考えられる。定理や立
体図形など、教科書や黒板の言葉や図だけで
はイメージすることが難しい生徒に対しては
非常に有効な手立てであったと考えられる。
また、動的数学ソフト GeoGebra を利用して、
今までできなかった授業を展開することがで
きる。円周角の定理の授業では、実際に生徒
に GeoGebra を見せるだけではなく操作させた
ことで、₁つの弧に対する円周角は無数にあ
り、大きさは一定であることを実感させるこ
とができた。円の接線の授業では、接点部分
を拡大して提示したことで、接線の作図方法
の必要性を持たせることができたり、実際の
接点を見せることができたりした。動的数学
ソフト GeoGebra を利用することで、他にも教
科書や黒板では難しかった授業を展開できる
可能性がある。
描いた図形が動くということは、生徒にとっ
て非常に刺激的である。ICT 機器が発達して
いなかった十数年前には、与えることが難し
かった刺激である。「どのように動くのだろ
う。」「どのような形になるのだろう。」などと、
生徒が自然に疑問に思うことができた。図形が
動くという刺激によって、図形分野に興味を
持つようになった生徒がいたこともアンケー
トの結果から分かる。
近い将来、数学の教科書が入っているタブ
レット端末を生徒一人一人が所有するように
なると仮定する。授業や自宅学習の中で、生徒
自身が教科書の図形を自由に動かしたり、拡
大したりすることができるようになれば、生
徒たちはさらに興味を持って取り組むことが
期待できるだろう。
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⑵　課題
動的数学ソフト GeoGebra を利用して授業を
展開するためには、電子黒板やパソコン、タ
ブレット端末などの ICT 機器が必要である。
以前ほどではないが、まだ公立中学校には十
分な設備があるとはいえない。より多くの学
校で、より多くの ICT 機器の設備が増えるこ
とを期待する。
今回の実践では、ほとんどの場面で著者が
タブレット端末上で動的数学ソフト GeoGebra
を操作して、その画面を電子黒板を通して生
徒に提示して、授業を展開した。理由として
は、授業時間内に生徒一人一人にタブレット
端末上で動的数学ソフト GeoGebra を操作させ
ると、操作したり指導したりする時間と手間
がかかってしまうからである。
動的数学ソフト GeoGebra は、作成した教材
をネット上に公開したものを各家庭で生徒に
操作させることも可能である。今後は、生徒
に自宅のパソコン等で事前に操作させてから、
授業に臨ませることも検討したい。
最後に、動的数学ソフト GeoGebra を実際に
生徒に操作させたり、図形を変化させる様子
を生徒に提示したりすることは、教科書や黒
板を使用した通常の授業とは違った授業の展
開になることは明らかである。図形のどの部
分をどのように動かすのか、動く様子をどの
程度提示するのか、生徒にどのような発問を
して、何を考えさせるのかなど、今後も実践
しながら研究を進めていきたいと考えている。
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